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当
時
、
前
田
侯
爵
邸
は
東
洋
一
の
邸

宅
と
称
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
和
洋

館
並
列
型
住
宅
は
当
時
の
華
族
等
邸
宅

の
特
徴
の
一
つ
で
す
が
、
洋
館
を
接
客

空
間
も
含
ん
だ
生
活
の
場
と
し
、
和
館

を
迎
賓
や
祭
事
の
空
間
と
す
る
形
式
は

全
国
的
に
も
残
存
例
が
少
な
く
、
歴
史

的
に
も
貴
重
な
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
田
利
為
が
亡
く
な
っ
た
後
、
一
時

中
島
飛
行
機
本
社
と
し
て
使
用
さ
れ
、

終
戦
後
は
連
合
国
軍
が
接
収
し
、
連
合

軍
最
高
司
令
官
な
ど
の
官
邸
と
し
て
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
接
収
解
除
後
、
昭
和

42
年
に
東
京
都
立
駒
場
公
園
と
し
て
開

園
、
昭
和
50
年
に
公
園
は
目
黒
区
に
移

管
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
に
は
旧
前
田
家
本
邸
８
棟

（
洋
館
、
和
館
、
渡
廊
下
ほ
か
）
及
び

宅
地
が
国
の
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）

に
指
定
さ
れ
、
駒
場
公
園
全
体
（
日
本

近
代
文
学
館
を
除
く
）
が
文
化
財
指
定

範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
和
館
の
１
階
広
間
は
無
料
休

憩
所
に
な
っ
て
お
り
、
重
厚
な
床
の
間
、

違
い
棚
、付
書
院
、欄
間
の
透
し
彫
な
ど

を
備
え
た
美
し
い
つ
く
り
を
、
昔
の
ま

ま
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、縁

側
か
ら
は
、
流
れ
の
あ
る
池
、
芝
や
石

の
配
置
が
調
和
し
た
庭
園
が
望
め
、
当
時
の

邸
宅
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
和
館
な
ど
の
建
物
だ
け
で
は
な
く
、

公
園
全
体
が
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。大

名
時
代
の
名
残
が
感
じ
ら
れ
る
３
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
石
灯
籠
、
見
る
も
の
を
圧
倒
す
る

ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
や
野
鳥
の
さ
え
ず
り
な
ど
、

時
間
を
か
け
て
の
園
内
散
策
が
お
勧
め
で
す
。

　
洋
館
は
、
保
存
整
備
工
事
の
た
め
平
成
30

年
９
月
末
（
予
定
）
ま
で
休
館
し
て
い
ま
す
。

復
原
、
整
備
後
の
開
館
が
待
ち
望
ま
れ
ま
す
。

日
本
近
代
文
学
館

　
明
治
以
降
、日
本
の
近
代
文
学
は
、海
外
の

新
し
い
思
潮
や
日
本
の
古
く
か
ら
の
伝
統
が

せ
め
ぎ
合
う
中
、
関
東
大
震
災
や
戦
禍
、
言

論
弾
圧
と
い
っ
た
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え

る
中
で
発
展
し
ま
し
た
。そ
し
て
、戦
後
の
混

乱
や
経
済
成
長
の
中
で
、
日
本
の
近
代
文
学

の
歩
み
を
示
す
文
学
資
料
の
散
逸
を
憂
え
た

高
見
順
や
小
田
切
進
ら
有
志
の
文
学
者
や
研

究
者
が
、
文
学
資
料
を
収
集
・
保
存
す
る
施

設
の
必
要
性
を
広
く
訴
え
、
昭
和
38
年
に
財

団
法
人
日
本
近
代
文
学
館
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
こ
の
動
き
は
大
き
な
反
響
を
呼

び
、
多
く
の
人
か
ら
資
料
の
寄
贈
や
建
設
資

金
の
寄
付
な
ど
支
援
を
受
け
、
昭
和
42
年
、
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洋
館
は
昭
和
４
年
に
欧
州
建
築
の
粋
を
集

め
て
建
築
さ
れ
、
当
時
の
駒
場
の
田
園
の
野

趣
に
あ
わ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ュ
ー
ダ
ー
様

式
（
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
を
簡
略
化
し
た
も
の
）

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
物

に
は
化
粧
レ
ン
ガ
や
タ
イ
ル
張
り
が
施
さ
れ
、

館
内
の
各
室
に
は
暖
炉
や
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が

設
け
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
の
華
麗
な
侯
爵
家

の
生
活
を
し
の
ば
せ
ま
す
。

　
和
館
は
書
院
造
が
特
徴
の
建
物
で
昭
和
５

年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
奥
庭
は
自
然
の
巨
木

を
生
か
し
、
名
石
が
あ
し
ら
わ
れ
、
芝
生
の

広
場
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
田
侯
爵
は

ロ
ン
ド
ン
駐
在
武
官
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

外
国
人
客
接
待
用
に
建
て
た
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

旧
前
田
家
本
邸

　
目
黒
区
の
北
部
に
位
置
す
る
駒
場
地
区
に

は
、
明
治
11
年
以
後
、
駒
場
農
学
校
（
後
の

東
京
帝
国
大
学
農
学
部
）
が
あ
り
、
日
本
の

近
代
農
業
に
輝
か
し
い
業
績
を
残
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
正
15
年
に
、
農
学
校
の

敷
地
４
万
坪
及
び
代
々
木
演
習
林
敷
地
１
万

１
５
４
３
坪
は
、
旧
加
賀
藩
主
前
田
本
家
第

16
代
当
主
前
田
利と

し

為な
り

侯
爵
の
本
郷
邸
の
敷
地

１
万
２
６
０
６
坪
余
と
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
利
為
侯
爵
は
移
転
し
た
駒
場
の
約
１
万

坪
の
敷
地
に
、
地
上
３
階
地
下
１
階
建
て
の

洋
館
と
、
こ
れ
を
渡
り
廊
下
で
結
ん
だ
２
階

建
て
の
和
館
を
相
次
い
で
竣
工
さ
せ
ま
し
た
。

目
黒
区
は
、「
都
心
に
近
い
住
宅
地
」、「
お
し
ゃ
れ
な
ま
ち
」
と
い
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
中
に
溶
け
込
ん
だ
歴
史
的
、
文
化
的
施
設
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
目
黒
区
北
部
の
駒
場
地
区
に
は

目
黒
区
立
駒
場
公
園
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
、
旧
前
田
家
本
邸
、
日
本
近
代
文
学
館
、

日
本
民
藝
館
、
東
京
大
学
駒
場
博
物
館
と
い
っ
た
日
本
の
近
代
文
化
に
縁
が
深
い
施
設
が
存
在
し
ま
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

近
代
の
文
化
が
香
る
、駒
場
の
施
設

近
代
の
文
化
が
香
る
ま
ち
・
駒
場

　
　〜
駒
場
の
歴
史
的
、文
化
的
施
設
を
楽
し
む
〜

旧前田家本邸和館から庭を望む。季節ごと
のさまざまな姿を見せ、風情を感じさせる
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為
侯
爵
は
移
転
し
た
駒
場
の
約
１
万

坪
の
敷
地
に
、
地
上
３
階
地
下
１
階
建
て
の

洋
館
と
、
こ
れ
を
渡
り
廊
下
で
結
ん
だ
２
階

建
て
の
和
館
を
相
次
い
で
竣
工
さ
せ
ま
し
た
。

目
黒
区
は
、「
都
心
に
近
い
住
宅
地
」、「
お
し
ゃ
れ
な
ま
ち
」
と
い
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
中
に
溶
け
込
ん
だ
歴
史
的
、
文
化
的
施
設
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
目
黒
区
北
部
の
駒
場
地
区
に
は

目
黒
区
立
駒
場
公
園
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
、
旧
前
田
家
本
邸
、
日
本
近
代
文
学
館
、

日
本
民
藝
館
、
東
京
大
学
駒
場
博
物
館
と
い
っ
た
日
本
の
近
代
文
化
に
縁
が
深
い
施
設
が
存
在
し
ま
す
。

今
回
は
こ
れ
ら
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

近
代
の
文
化
が
香
る
、駒
場
の
施
設

近
代
の
文
化
が
香
る
ま
ち
・
駒
場

　
　〜
駒
場
の
歴
史
的
、文
化
的
施
設
を
楽
し
む
〜

旧前田家本邸和館から庭を望む。季節ごと
のさまざまな姿を見せ、風情を感じさせる
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に
、
し
ば
し
ば
こ
の
寺
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と

か
ら
寺
の
名
前
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
い
つ
し
か
「
高
円
寺
」
が
地
名
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
豊
か
な
農
村
地
帯
だ
っ
た
こ
の
地

域
は
、
関
東
大
震
災
で
、
都
心
か
ら
の
移
住

者
が
増
え
た
こ
と
で
、
小
規
模
な
商
店
が
立

ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
、

次
々
と
商
店
街
が
整
備
さ
れ
、
現
在
の
に
ぎ

や
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
商
店
街
が
集
ま
る
ま

ち
に
な
り
ま
し
た
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
個
性
的
な
商
店
街

　
高
円
寺
に
は
14
の
商
店
街
が
あ
り
ま
す
。

　
小
説
や
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
し
て
有
名
な
高

円
寺
純
情
商
店
街
は
、
高
円
寺
駅
北
口
に
戦

　
高
円
寺
は
、
古
着
屋
や
古
書
店
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
、
個
性
的
な
雑
貨
店
や
飲
食
店
な
ど

の
店
が
多
く
、＂
サ
ブ
カ
ル
（
サ
ブ
カ
ル
チ

ャ
ー
）
の
ま
ち
＂
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

駅
前
を
中
心
に
活
気
あ
ふ
れ
る
商
店
街
が
連

な
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
商
店

街
に
は
若
者
に
人
気
の
新
し
い
店
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
昔
な
が
ら
の
人
情
味
あ
ふ
れ
る

商
店
や
古
く
か
ら
続
く
和
菓
子
屋
や
喫
茶
店

な
ど
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
店
も
多
く

残
っ
て
い
ま
す
。

　
高
円
寺
の
地
名
は
こ
の
地
に
あ
る
宿し

ゅ
く

鳳ほ
う

山ざ
ん

高こ
う

円え
ん

寺じ

と
い
う
寺
に
由
来
し
ま
す
。
も
と
も

と
こ
の
辺
り
は
「
小
沢
村
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、
江
戸
幕
府
の
三
代
将
軍
徳
川
家

光
が
、
鷹
狩
り
の
あ
と
に
休
憩
を
と
る
た
め

古
着
屋
や
古
書
店
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
個
性
的
な
雑
貨
店
や
飲
食
店
な
ど
が
多
く
、
若
者
に
人
気
の
ま
ち
高
円
寺
。

14
の
商
店
街
は
高
円
寺
の
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。

ま
た
、
１
年
を
通
し
て
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
は
区
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、

ま
ち
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
活
気
あ
ふ
れ
る
商
店
街
が
生
み
出
す
高
円
寺
の
ま
ち
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

「
サ
ブ
カ
ル
」だ
け
の
ま
ち
じ
ゃ
な
い
、高
円
寺

　
　〜
個
性
的
な
店
、風
情
あ
る
店
、歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
〜

若
者
で
に
ぎ
わ
う
商
店
街
の
ま
ち
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毎年秋に開催される「高円寺フェス」では、ゆ
るキャラまつりが名物イベントのひとつ。昨年
は総勢40体のキャラクターたちが登場し、集
まった観客に地域や企業のPRを行った

●高円寺 駅からお散歩マップ
昔ながらの人情味あふれる店の多

い商店街、飲食店が集ま
る商店街、若者を引きつ
ける人気の店がそろう商
店街…高円寺の商店街は
いろいろな顔をもつ。
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の
日
本
古
陶
磁
、
東
北
地
方
の
被
衣
（
か
つ

ぎ
）
や
刺
子
衣
裳
な
ど
、
柳
宗
悦
の
審
美
眼

を
通
し
て
集
め
ら
れ
た
、
日
本
及
び
諸
外
国

の
新
古
諸
工
芸
品
約
１
万
７
０
０
０
点
が
所

蔵
さ
れ
て
お
り
、
質
・
量
と
も
に
国
内
外
で

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
藝

運
動
に
参
加
し
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
、

濱
田
庄
司
、
河
井
寛
次
郎
、
芹
沢
銈
介
、
棟

方
志
功
ら
工
芸
作
家
の
作
品
も
収
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
館
内
の
所
蔵
品
は
、
民
藝

運
動
の
先
駆
者
、
柳
宗
悦
ら
の
功
績
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
昭
和
11
年
に
竣
工
し
た
本
館
（
登
録
有
形

文
化
財
）に
は
、和
風
意
匠
を
基
調
に
洋
風
が

随
所
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
館
内
は

懐
か
し
い
木
の
香
り
で
満
た
さ
れ
て
い
て
、古

今
東
西
の
諸
工
芸
品
と
の
調
和
が
見
事
で
す
。

　
本
館
の
道
路
向
か
い
に
建
つ
西
館
は
、
栃

木
県
か
ら
移
築
し
た
石
屋
根
の
長
屋
門
と
付

設
し
た
母
屋
か
ら
な
っ
て
お
り
、
母
屋
は
本

館
と
同
じ
く
柳
宗
悦
本
人
が
設
計
し
ま
し
た
。

東
京
大
学
駒
場
博
物
館

　
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
駒
場

博
物
館
は
、
美
術
博
物
館
と
自
然
科
学
博
物

館
の
２
館
で
構
成
さ
れ
た
博
物
館
で
す
。

駒
場
公
園
内
に
日
本
初
の
近
代
文
学
総
合
資

料
館
と
し
て
開
館
し
、
文
学
資
料
の
収
集
や

保
存
、
公
開
と
文
芸
・
文
化
の
普
及
・
発
展

の
た
め
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
内
に
は
、
図
書
や
雑
誌
を
中
心
に
、

数
々
の
名
作
原
稿
も
含
め
１
２
０
万
点
も
の

資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
閲

覧
室
や
展
示
室
で
書
籍
や
電
子
媒
体
と
し
て

公
開
さ
れ
、
日
本
の
近
代
文
学
に
関
す
る
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
展
覧
会
、
各
種
講
座
や
講
演
会

も
行
わ
れ
て
お
り
、
近
代
文
学
を
築
き
上
げ

て
き
た
作
家
や
作
品
の
数
々
と
出
会
え
る
の

も
こ
の
館
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、

館
内
に
は
文
学
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
文
豪
や
文

学
作
品
な
ど
に
ち
な
ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。一
日
中
、文
学
三

昧
を
楽
し
み
た
い
方
に
お
勧
め
の
施
設
で
す
。

日
本
民
藝
館

　
日
本
民
藝
館
は
、
思
想
家
の
柳
宗
悦
ら
に

よ
っ
て
企
画
さ
れ
、「
民
藝
」
と
い
う
新
し

い
美
の
概
念
の
普
及
と
「
美
の
生
活
化
」
を

目
指
す
民
藝
運
動
の
本
拠
と
し
て
昭
和
11
年

に
開
設
し
ま
し
た
。

　
館
内
に
は
、
朝
鮮
時
代
の
陶
磁
器
・
木

工
・
絵
画
、
丹
波
・
唐
津
・
伊
万
里
・
瀬
戸

　
駒
場
美
術
博
物
館
で
は
、

大
学
の
施
設
ら
し
い
広
い
テ

ー
マ
を
取
り
扱
っ
た
展
覧
会
、

関
連
企
画
の
講
演
会
や
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
学
部
の
教

員
と
展
覧
会
関
係
者
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
展
開

さ
れ
る
多
様
な
研
究
に
つ
い

て
も
、
訪
れ
た
人
に
わ
か
り

や
す
く
情
報
発
信
さ
れ
、
気

軽
に
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
所
蔵
資
料
も
貴
重
な
も
の

が
多
く
、
東
洋
の
美
術
資
料
、

梅
原
龍
三
郎
氏
寄
贈
の
コ
プ

ト
織
、
中
南
米
と
ア
ジ
ア
の
考
古
学
資
料
、

旧
制
第
一
高
等
学
校
関
連
資
料
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
中
に
は
橋
本
雅
邦
、
下
村
観
山
な
ど
著

名
な
画
家
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
自
然
科
学
博
物
館
は
、
旧
制
第
一

高
等
学
校
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
、
西
洋

科
学
や
工
学
の
導
入
期
に
用
い
ら
れ
た
実
験

器
具
、
計
測
器
具
、
機
械
な
ど
の
教
育
標
本

を
は
じ
め
、
鉱
物
、
岩
石
、
化
石
、
動
・
植

物
（
蝶
、
キ
ノ
コ
中
心
）
な
ど
、
１
万
点
を

超
え
る
標
本
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
駒
場
地
区

　
日
本
の
近
代
文
化
に
縁
が
深
い
施
設
が
集

ま
る
駒
場
地
区
。
今
回
紹
介
し
た
施
設
の
他

に
も
魅
力
的
な
場
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
、
こ
の
４
施
設
を
訪
れ
、
文
化
に
触

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
駒
場
公
園
に
は
豊
か
な
自
然
が
残

さ
れ
て
お
り
、
春
の
桜
、
夏
の
深
緑
、
秋
の

紅
葉
、
冬
の
雪
景
色
な
ど
、
四
季
折
々
の
風

情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と目黒区 金沢市、
友好交流都市協定に向けての覚書を締結

　平成28年10月11日に目黒区と石
川県金沢市は友好交流都市協定に向
けての覚書を締結しました。旧加賀
藩第16代当主の前田利為が邸宅（旧
前田家本邸）を駒場に建設するなど、
金沢市と歴史的つながりが深いこと
から、目黒区は両都市間の友好推進
及び魅力と活力にあふれたまちづく
りをともに進めることを目的として、
友好交流都市協定締結に向け、防災、
教育、文化、スポーツ、観光、経済など
両都市間の交流を進めていきます。 前田家の縁が二つの都市をつないだ

目黒区
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